
 
 

運
動
会
や
秋
の
竹
内
神
社
・

布
佐
下
稲
荷
神
社
の
お
祭
り
も

終
わ
り
、
季
節
は
本
格
的
な
秋

を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
冬

は
例
年
に
な
く
寒
い
冬
に
な
る

と
の
情
報
も
あ
り
ま
す
。
平
和

台
の
皆
さ
ま
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
！ 

 

暑
い
夏
・
民
主
党
代
表
選
挙 

 

今
年
の
夏
は
異
常
に
暑
い
、

猛
暑
の
夏
と
な
り
ま
し
た
。「
あ

つ
い
」
と
い
え
ば
政
治
の
世
界

も
同
じ
。
劇
的
な
政
権
交
代
か

ら
一
年
、
七
月
十
一
日
に
行
わ

れ
た
参
議
院
選
挙
で
政
権
与
党

の
民
主
党
は
大
敗
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
鳩
山
首
相
の
辞
任
や

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
見
直
し
、
そ

し
て
、
政
権
党
の
実
力
者
同
士

が
「
総
理
の
座
」
を
争
う
代
表

選
へ
と
国
政
は
大
き
く
揺
れ
動

い
て
い
ま
す
。 

そ
の
間
、
日
本
は
急
激
な
円

高
、
株
安
、
さ
ら
に
緊
迫
す
る

国
際
情
勢
な
ど
、
取
り
組
む
べ

き
難
題
が
山
積
す
る
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。
代
表
選
挙
の
結
果

は
世
論
調
査
の
通
り
、「
政
治
と

金
」
に
加
え
、
わ
ず
か
三
カ
月

の
任
期
し
か
経
験
の
な
い
菅
首

相
を
変
え
る
こ
と
を
否
と
し
て

反
小
沢
で
終
始
し
ま
し
た
。 

代
表
選
挙
の
最
後
を
飾
る
、

二
人
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
と
も
に

キ
ン
グ
牧
師
の
歴
史
的
な
演
説

を
思
わ
せ
る
、「
私
に
は
夢
が
あ

る
」
と
呼
び
か
け
、
こ
の
困
難

な
時
期
に
国
政
の
ト
ッ
プ
を
目

指
す
二
人
は
私
た
ち
に
夢
の
大

切
さ
を
熱
く
語
り
か
け
た
内
容

で
し
た
。
是
非
と
も
、
そ
の
夢

が
正
夢
と
な
る
よ
う
に
、
政
治

の
実
行
力
に
期
待
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 市
政
施
行
四
十
周
年
と 

ゆ
め
半
島
千
葉
国
体 

 

今
年
、
我
孫
子
市
は
市
政
施

行
四
十
周
年
の
節
目
の
年
で
す
。

昨
年
、
景
気
悪
化
の
た
め
に
中

止
さ
れ
た
「
手
賀
沼
花
火
」
実

施
に
向
け
て
、
我
孫
子
市
と
柏

市
、
両
市
が
共
同
で
募
金
を
呼

び
か
け
、
募
金
は
約
四
百
八
十

万
円
も
集
ま
り
ま
し
た
。
八
月

の
県
内
最
大
規
模
の
一
万
三
千

五
百
発
を
盛
大
に
打
ち
上
げ
た

花
火
大
会
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
例
年
に
な
い
、

一
味
違
う
す
ば
ら
し
い
大
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 

千
葉
県
で
は
第
六
十
五
回
国

民
体
育
大
会
「
ゆ
め
半
島
千
葉

国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

が
千
葉
に
集
い
ま
し
た
。
我
孫

子
市
は
、
な
ぎ
な
た
競
技
会
を

担
当
し
、
千
葉
県
は
総
合
三
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。
十
月
五
日

に
閉
幕
し
た
ゆ
め
半
島
千
葉
国

体
は
結
果
と
し
て
千
葉
県
は
悲

願
の
天
皇
杯
、
皇
后
杯
を
獲
得

し
、
十
一
日
間
の
国
体
は
多
く

の
感
動
と
と
も
に
無
事
に
終
了

し
ま
し
た
。 

今
月
二
十
三
日
か
ら
は
第
十

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
千
葉
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ

ま
す
（
ゆ
め
半
島
千
葉
大
会
）
。

全
国
か
ら
集
う
三
千
人
を
超
え

る
選
手
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
声

援
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

 

い
よ
い
よ
選
挙
本
番
へ
！ 

 

我
孫
子
市
は
、
来
年
一
月
（
一

月
十
六
日
告
示
、
一
月
二
十
三

日
投
開
票
）
に
市
長
選
挙
、
四

月
に
は
県
議
会
選
挙
、
そ
し
て

十
一
月
に
は
定
数
が
二
十
八
名

か
ら
二
十
四
名
と
四
名
減
と
な

る
我
孫
子
市
議
会
議
員
選
挙
な

ど
各
種
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
、

「
我
孫
子
」
を
ど
ん
な
ま
ち
に

し
て
い
く
の
か
、
い
き
た
い
の

か
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
審
判
を

行
う
時
期
が
や
っ
て
き
ま
す
。

賢
明
な
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

日
頃
か
ら
政
治
に
つ
い
て
一
層

の
関
心
と
監
視
の
目
を
持
っ
て
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を

市
政
に
県
政
に
反
映
さ
せ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

       

★
九
月
定
例
市
議
会
★ 

 

九
月
議
会
は
八
月
三
十
日

（
月
）
か
ら
九
月
十
六
日
（
木
）

ま
で
、
十
八
日
間
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
議
会
は
市
長
選
挙
前
、

最
後
の
代
表
質
問
が
行
わ
れ
る

九
月
議
会
で
あ
り
、
全
部
で
代

表
・
個
人
質
問
併
せ
て
十
六
名

の
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

私
は
三
日
目
の
午
後
に
登
壇
し
、

環
境
行
政
、
都
市
行
政
、
交
通

行
政
な
ど
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
課
題
を
中
心
に
個
人
質
問
を

行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
担
当
し
て
い
る
環
境

生
活
常
任
委
員
会
で
は
、
第
四

号
議
案
、「
我
孫
子
市
ペ
ッ
ト
霊

園
設
置
の
許
可
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定
」
で
は
、
設
置
基
準

の
あ
り
方
や
移
動
火
葬
車
に
よ

る
行
為
の
制
限
等
、
規
則
の
充

実
な
ど
提
言
を
行
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
、
所
管
事
項
と
し
て
、

①
手
賀
沼
の
水
質
浄
化
策
と
し

て
手
賀
沼
沿
い
公
衆
浴
場
施
設

の
排
水
調
査
に
つ
い
て 

②
天
王
台
駅
南
北
、
ム
ク
ド
リ

糞
害
対
策
の
強
化
、
我
孫
子
ら

し
い
対
策
の
実
施 

③
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
防
犯
行
政
、
移
動
交
番
と

既
設
交
番
の
充
実 

④
商
工
業
の
活
性
化
策
と
し
て

我
孫
子
市
商
工
業
振
興
基
本
条

例
の
制
定
と
具
体
的
な
産
業
活

動
支
援
条
例
の
必
要
性 

な
ど
の
質
問
と
提
言
を
い
た

し
ま
し
た
。 
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《
主
な
争
点
と
な
っ
た 

行
政
課
題
》 

 

①
議
案
：「
ペ
ッ
ト
霊
園
の
設
置
許
可

に
関
す
る
条
例
」
県
内
初
、
移
動
火

葬
車
も
規
制
へ
！ 

②
議
案
：
九
月
補
正
予
算
の
あ
り
方

（
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
、

要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
就
学

援
助
費
） 

③
請
願
：「
永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参

政
権
付
与
の
法
制
化
に
反
対
す
る
意

見
書
の
提
出
」 

 

◆
印
南
宏
は
九
月
市
議
会
で
個
人
質

問
に
登
壇
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。
◆ 

 

九
月
議
会 

印
南 

宏
個
人
質
問
主
な
ポ
イ
ン
ト 

 

①
新
焼
却
炉
を
建
設
す
る
際
、
デ
イ

ケ
ア
等
リ
ハ
ビ
リ
に
活
用
で
き
る
温

水
プ
ー
ル
の
併
設
を
！ 

②
我
孫
子
市
独
自
の
自
殺
対
策
制
度

の
確
立
を
！ 

③
市
内
三
十
三
箇
所
あ
る
雨
水
調
整

池
を
有
効
活
用
せ
よ
！
（
篠
の
越
調

整
池
を
モ
デ
ル
に
） 

④
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
ト
キ
が
舞
う
自
然

環
境
の
整
備
に
つ
い
て
！ 

⑤
成
田
線
の
利
便
化
（
成
田
ス
カ
イ

ア
ク
セ
ス
線
と
交
差
す
る
新
駅
の
建

設
）
を
！ 

       

◆
主
な
個
人
質
問 

 

Ｑ
＆
Ａ
（
抜
粋
）
◆ 

 

①
新
焼
却
炉
の
建
設
時
、
温
水
プ
ー

ル
の
設
置
を
！ 

 

宏
：
新
炉
建
設
が
自
区
内
処
理
と
な

っ
た
場
合
、
地
域
対
策
の
一
環
と
し

て
、
多
目
的
な
温
水
プ
ー
ル
を
設
置

す
る
こ
と
は
、
現
在
の
市
の
財
政
状

況
か
ら
す
る
と
、
補
助
金
の
活
用
を

含
め
て
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

超
高
齢
化
社
会
の
時
代
に
お
い
て
、

必
要
な
デ
イ
ケ
ア
等
リ
ハ
ビ
リ
に
活

用
で
き
る
温
水
プ
ー
ル
の
設
置
を
実

現
し
て
ほ
し
い
！ 

 
環
境
経
済
部
長
：
現
在
、
新
炉
建
設

に
あ
わ
せ
た
温
水
プ
ー
ル
の
設
置
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
余
熱
を
利
用

す
る
付
帯
施
設
に
つ
い
て
は
、
建
設

計
画
を
策
定
す
る
段
階
で
、
様
々
な

角
度
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

②
独
自
の
自
殺
対
策
制
度
の
確
立
！ 

 

宏
：
八
月
末
に
第
一
回
自
殺
対
策
協

議
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
単
に
自
殺

の
実
態
の
把
握
や
共
有
化
を
行
う
だ

け
で
な
く
、
明
確
な
自
殺
対
策
の
目

標
を
掲
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

我
孫
子
市
独
自
の
自
殺
対
策
制
度
を

構
築
す
べ
き
で
あ
る
！ 

 

健
康
福
祉
部
長
：
平
成
二
十
一
年
度

市
内
で
三
十
七
人
が
自
殺
し
て
お
り
、

傾
向
と
し
て
女
性
よ
り
男
性
が
多
く
、

年
代
別
で
は
中
高
年
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
自
殺
対
策
協
議
会
は
医
療
機

関
や
福
祉
関
係
者
、
警
察
な
ど
十
四

名
で
構
成
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。
自

治
体
と
し
て
必
要
な
情
報
を
入
手
し

て
、
国
や
県
と
十
分
な
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、
協
議
会
の
各
委
員
か
ら

も
自
殺
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
、
我
孫
子
市
の
自

殺
対
策
を
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。 

 

③
雨
水
調
整
池
の
有
効
活
用
策
！ 

 

宏
：
市
が
管
理
す
る
調
整
池
は
三
十

三
箇
所
存
在
す
る
が
、「
篠
の
越
調
整

池
」
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
我
孫
子
市

の
財
産
で
あ
る
調
整
池
を
、
よ
り
市

民
に
親
し
み
や
す
い
親
水
性
あ
ふ
れ

る
調
整
池
に
再
整
備
を
図
っ
て
ほ
し

い
！ 

 

建
設
部
長
：
篠
の
越
調
整
池
は
自
然

を
活
か
し
た
調
整
池
で
あ
り
、
布
佐

市
民
の
森
に
隣
接
し
、
周
囲
は
多
く

の
自
然
が
残
存
し
た
水
鳥
の
休
息
場

所
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
多
目
的
活
用
に
際
し
て
は
、

安
全
性
を
確
保
し
た
上
で
、
よ
り
親

水
性
を
高
め
る
た
め
、
野
鳥
観
察
で

き
る
施
設
や
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。 

 

④
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
ト
キ
が
舞
う
自
然

環
境
の
整
備
に
つ
い
て
！ 

 
宏
：
今
回
、
我
孫
子
市
は
「
コ
ウ
ノ

ト
リ
・
ト
キ
の
舞
う
関
東
自
治
体
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
へ
加
入
し
た
が
、
過
去
、

平
成
十
九
年
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
事

業
を
凍
結
し
た
経
緯
が
あ
る
が
凍
結

を
解
除
す
る
と
理
解
し
て
よ
い
の
か
、

ま
た
、
今
後
の
対
応
と
し
て
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
。 

環
境
経
済
部
長
：
我
孫
子
市
が
独
自

で
行
う
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
放
鳥
事
業
に

つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
平
成

十
九
年
度
に
凍
結
と
し
た
。
こ
の
方

針
は
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
具

体
的
な
行
動
と
し
て
、
ま
ず
は
野
生

復
帰
に
向
け
た
情
報
の
共
有
、
意
見

交
換
を
予
定
し
て
い
る
。
可
能
な
範

囲
で
協
力
し
て
い
き
た
い
。 

 

⑤
成
田
高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
線
と
交

差
す
る
新
駅
の
建
設
を
！ 

 

宏
：
今
年
、
七
月
に
開
通
し
た
成
田

ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
線
の
成
田
湯
川
駅

に
、
Ｊ
Ｒ
成
田
線
が
接
続
で
き
る
新

駅
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
新
駅
で
乗

り
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
成
田

線
か
ら
乗
り
継
ぎ
の
改
善
が
図
ら
れ

Ｊ
Ｒ
成
田
線
の
利
用
者
の
増
に
つ
な

が
る
こ
と
や
、
Ｊ
Ｒ
成
田
線
の
下
総

松
崎
駅
と
成
田
駅
間
に
中
間
の
駅
が

で
き
る
こ
と
で
列
車
の
す
れ
違
い
が

可
能
と
な
る
施
設
が
増
え
、
一
時
間

当
た
り
の
Ｊ
Ｒ
成
田
線
の
運
行
本
数

を
増
や
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
再

度
、
Ｊ
Ｒ
成
田
線
の
新
駅
の
必
要
性

を
強
く
要
望
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。 

 

市
長
： 

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
線
の

成
田
湯
川
駅
と
乗
り
換
え
可
能
な
Ｊ

Ｒ
成
田
線
の
新
駅
の
設
置
に
つ
い
て
、

本
年
七
月
に
成
田
線
活
性
化
推
進
協

議
会
や
千
葉
県
Ｊ
Ｒ
線
複
線
化
等
期

成
同
盟
の
重
点
項
目
と
し
て
Ｊ
Ｒ
東

日
本
に
要
望
し
て
い
る
。
新
駅
設
置

は
、
Ｊ
Ｒ
成
田
線
沿
線
は
も
と
よ
り

千
葉
県
北
西
部
や
埼
玉
県
、
茨
城
県

か
ら
の
成
田
空
港
へ
ア
ク
セ
ス
が
改

善
さ
れ
、
広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
観
点
か
ら
望
ま
し
い
と
考
え
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る
。
ま
た
、
成
田
線
の
利
便
性
向
上

や
沿
線
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
の
で
、
今
後
も
成
田
ス
カ

イ
ア
ク
セ
ス
線
の
成
田
湯
川
駅
と
乗

り
換
え
が
可
能
と
な
る
Ｊ
Ｒ
成
田
線

の
新
駅
設
置
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。 

                 

宏
は
こ
う
考
え
る
！ 

 
 

☟
対
立
す
る
首
長
と
議
会
☝ 

 

最
近
、
名
古
屋
市
や
阿
久
根
市
な

ど
地
方
自
治
体
で
「
首
長(

市
長)

と

議
会
」
の
対
立
し
て
い
る
問
題
が
大

き
く
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
方
議
会
に
身
を
置
く
一
人
と

し
て
、
私
は
注
意
深
く
、
こ
と
の
成

り
行
き
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
対
立
は
両
市
だ
け
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
財
政
の
悪
化

が
進
む
に
つ
れ
て
、
改
革
手
法(

市
民

税
の
恒
久
減
税
や
職
員
給
与
の
公
開

と
削
減
、
議
員
定
数
の
削
減
・
報
酬

の
あ
り
方
等)

の
違
い
を
め
ぐ
っ
て
、

執
行
権
を
持
つ
首
長
と
議
決
権
を
持

つ
議
会
は
、
俗
に
言
う
「
二
元
代
表

制
」
と
呼
ば
れ
る
地
方
自
治
・
政
治

の
仕
組
み
の
中
で
、
今
後
、
対
立
を

激
化
さ
せ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
こ

と
は
、
ど
の
地
方
で
あ
っ
て
も
予
想

さ
れ
ま
す
。 

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
地
方

自
治
制
度
で
は
市
長
は
住
民
か
ら
直

接
選
挙
で
選
ば
れ
る
市
民
の
代
表
で

す
。
一
方
で
市
議
会
議
員
も
市
民
の

代
表
で
あ
り
、
市
政
の
抱
え
る
問
題

に
つ
い
て
、
こ
の
両
者
が
相
互
に
チ

ェ
ッ
ク
す
る
二
元
代
表
制
を
採
っ
て

い
ま
す
。
双
方
の
一
定
の
緊
張
関
係

の
も
と
で
、
徹
底
的
な
話
し
合
い
を

行
い
、
一
致
点
を
見
出
す
こ
と
が
大

前
提
の
制
度
が
地
方
自
治
体
の
政
治

シ
ス
テ
ム
と
い
え
ま
す
。 

阿
久
根
市
の
よ
う
に
議
会
を
召
集

せ
ず
、
市
職
員
や
市
議
会
議
員
の
人

件
費
、
副
市
長
の
選
任
、
補
正
予
算

な
ど
、
す
べ
て
※
専
決
処
分
で
処
理

さ
れ
、
議
会
の
議
決
を
経
る
こ
と
な

く
執
行
さ
れ
て
い
る
例
は
異
常
極
ま

る
事
態
、
考
え
ら
れ
な
い
地
方
政
治

で
す
。 

し
か
し
、
阿
久
根
市
の
よ
う
な
異

常
な
事
態
は
な
い
に
し
て
も
、
こ
の

問
題
を
我
孫
子
市
議
会
や
市
長
を
代

表
と
す
る
執
行
部
に
即
し
て
見
た
時

に
、
我
孫
子
市
の
二
元
代
表
制
は
果

た
し
て
ま
っ
た
く
問
題
は
な
い
の
か
。

我
孫
子
市
議
会
は
こ
れ
ま
で
、
そ
の

機
能
を
も
き
ち
ん
と
果
た
し
て
き
て

い
る
の
か
。
首
長
が
予
算
編
成
権
を

独
占
し
て
い
る
の
で
、
首
長
に
擦
り

寄
っ
て
利
権
の
独
占
を
図
ろ
う
と
す

る
議
員
は
い
な
い
の
か
。
議
会
が
オ

ー
ル
与
党
化
し
て
、
首
長
と
議
会
の

中
に
し
っ
か
り
と
し
た
緊
張
関
係
が

保
た
れ
て
い
る
の
か
。
首
長
は
あ
く

ま
で
も
議
会
が
議
決
し
た
範
囲
内
で

の
執
行
機
関
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
圧

倒
的
な
「
首
長
優
位
」
の
市
政
と
な

っ
て
は
い
な
い
の
か
。
自
問
自
答
し

て
考
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

現
在
、
我
孫
子
市
議
会
も
、
今
日

ま
で
の
議
会
運
営
の
反
省
に
立
っ
て
、

私
が
副
委
員
長
を
し
て
い
る
議
会
運

営
委
員
会
の
中
で
「
議
会
基
本
条
例

の
制
定
」
な
ど
議
会
改
革
を
鋭
意
検

討
中
で
す
。
住
民
に
よ
り
ひ
ら
か
れ

た
議
会
、
質
の
向
上
に
向
け
、
改
革

に
取
り
組
む
必
要
性
は
日
増
し
に
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

首
長
の
提
案
す
る
議
案
を
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

議
会
へ
の
住
民
参
加
や
議
員
間
討
議

の
制
度
化
、
執
行
部
か
ら
議
会
へ
の

反
問
権
、
常
任
委
員
会
の
ネ
ッ
ト
中

継
・
情
報
発
信
の
徹
底
、
議
会
と
し

て
合
同
で
行
う
市
政
報
告
会
の
開
催

な
ど
、
議
会
改
革
の
取
り
組
み
を
加

速
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
切
に

感
じ
て
い
る
昨
今
で
す
。 

※
専
決
処
分
と
は
、
地
方
自
治
法
上
、

「
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
つ
い

て
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
に

議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
と

き
」
な
ど
、
や
む
得
な
い
場
合
の
み

認
め
ら
れ
る
例
外
措
置
で
あ
る
。 

     

☟
ム
ク
ド
リ
、 

鳥
と
共
存
す
る
ま
ち
の
施
策
☝ 

 毎
年
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
「
ム

ク
ド
リ
の
糞
害
」
に
つ
い
て
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
、
早
く
何
と
か
し
て
ほ

し
い
、
と
の
切
実
な
声
が
届
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

ム
ク
ド
リ
対
策
と
し
て
、
天
王
台

駅
や
我
孫
子
駅
で
は
、
駅
ロ
ー
タ
リ

ー
周
辺
の
樹
木
の
一
部
伐
採
や
網
掛

け
の
実
施
な
ど
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が
ら
様
々
な
対
策
を
講
じ
て

き
ま
し
た
が
、
ム
ク
ド
リ
が
来
な
く

な
る
決
定
的
な
方
法
が
未
だ
見
つ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。
我
孫
子
市
は
平
成

十
九
年
度
か
ら
ム
ク
ド
リ
の
現
況
を

把
握
し
、
適
切
に
対
処
す
る
た
め
天

王
台
駅
周
辺
の
ム
ク
ド
リ
調
査
を
定

期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
昨
年
度
の
ピ
ー
ク
時
は
、
天
王

台
南
口
で
三
千
二
百
羽
、
北
口
で
四

千
九
百
羽
と
、
な
ん
と
南
北
で
約
八

千
羽
の
「
ね
ぐ
ら
」
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
現
在
、
市

で
は
我
孫
子
野
鳥
を
守
る
会
、
鳥
の

博
物
館
友
の
会
、
学
芸
員
、
市
民
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
も
協
力
し
て
ム

ク
ド
リ
の
情
報
収
集
、
対
策
を
鋭
意

検
討
し
て
い
ま
す
。 

鳥
と
共
存
す
る
ま
ち
「
我
孫
子
」

に
と
っ
て
、
鳥
と
人
間
が
共
存
・
共

生
す
る
形
で
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う

に
解
決
で
き
る
の
か
が
大
き
な
試
金

石
と
な
る
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
収
集
し
た
各
種
情
報

を
も
と
に
都
市
鳥
の
専
門
家
の
意
見
、

研
究
を
踏
ま
え
て
、
最
善
の
対
策
を

実
施
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

❤♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯❤ 
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そ
の
際
、
注
意
す
る
こ
と
は
、
ム

ク
ド
リ
は
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

原
則
、
捕
獲
・
駆
除
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
し
か
も
、
都
市
の

鳥
は
、
一
度
追
い
払
っ
て
も
違
う
場

所
に
移
っ
た
り
、
ま
た
戻
っ
て
く
る

可
能
性
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
下

手
に
追
い
払
う
と
逆
に
一
年
中
の
住

処
と
し
て
定
住
す
る
こ
と
も
あ
る
な

ど
、
大
変
難
し
い
習
性
を
も
っ
て
い

ま
す
。 

 

そ
こ
で
追
い
払
う
と
い
う
発
想
を

変
え
て
、
誘
導
す
る
と
い
う
「
我
孫

子
ら
し
い
」
対
策
を
実
施
で
き
な
い

か
、
是
非
、
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
あ

る
程
度
、
ム
ク
ド
リ
と
共
存
す
る
覚

悟
を
我
孫
子
市
が
持
っ
て
対
策
を
練

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
鳥
も
生
き
て

い
く
と
い
う
本
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
場
所
は
や
む
を
得
な
い
と
い

う
場
」
と
し
て
の
ム
ク
ド
リ
の
ね
ぐ

ら
を
、
自
治
体
と
し
て
ム
ク
ド
リ
に

提
供
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

ム
ク
ド
リ
の
都
市
化
の
問
題
は
我

孫
子
市
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
常
磐
線
沿
線
都
市
を
中
心
に
自

治
体
同
士
が
互
い
に
連
携
し
て
、
そ

れ
こ
そ
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト
キ
の
舞

う
関
東
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
我
孫
子
市
鳥
の
博

物
館
、
山
科
鳥
類
研
究
所
の
専
門
家

の
お
力
を
い
た
だ
い
て
、
都
市
の
鳥

「
ム
ク
ド
リ
」
と
共
存
・
共
生
す
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
我
孫
子
市
が
提
唱
し

て
、
抜
本
的
な
鳥
と
共
存
・
共
生
す

る
対
策
を
構
築
す
べ
き
と
提
言
し
て

い
ま
す
。 

                           
  

  

私
の
子
ど
も
三
人
は
布
佐
南
小
が

母
校
で
あ
る
。
我
孫
子
市
は
児
童
・

生
徒
の
通
う
学
校
は
指
定
学
区
制
を

と
っ
て
い
る
。
我
孫
子
市
内
の
児
童

生
徒
数
は
昭
和
五
十
八
年
に
一
万
九

千
二
百
五
十
三
人
と
ピ
ー
ク
を
迎
え

た
後
、
減
少
に
転
じ
、
平
成
十
五
年

に
は
、
九
千
六
百
二
十
三
人
と
半
減

し
た
。
こ
こ
数
年
は
微
増
傾
向
に
あ

り
、
平
成
二
十
二
年
五
月
現
在
で
一

万
五
百
八
十
三
人
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
東
西
の
児
童
生
徒
の
増
減

の
格
差
が
大
き
く
、
西
の
根
戸
小
は

数
年
後
、
教
室
が
足
り
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
る
一
方
、
東
の
布
佐
南
小
は
、

こ
の
ま
ま
だ
と
平
成
二
十
六
年
に
は

一
桁
の
入
学
人
数
に
な
る
と
予
想
さ

れ
る
。
対
策
を
講
じ
る
た
め
に
教
育

委
員
会
の
中
に
「
小
中
学
校
適
正
配

置
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
七

月
十
六
日
に
は
第
一
回
検
討
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。
来
年
度
に
は
外
部

の
専
門
家
等
を
入
れ
た
「
通
学
区
域

審
議
会
」
を
開
催
す
る
。
学
校
の
統

廃
合
に
な
ら
な
い
よ
う
指
定
学
区
の

見
直
し
等
、
対
策
を
早
急
に
行
な
う

必
要
が
あ
る
。 

◆
今
年
の
夏
は
例
年
に
な
い
猛
暑
の

夏
。
市
内
の
小
学
校
十
三
校
、
中
学

校
六
校
の
普
通
教
室
に
お
け
る
扇
風

機
の
設
置
状
況
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と

な
っ
て
い
る
。
第
三
小
学
校
の
よ
う

に
新
校
舎
・
増
改
造
の
際
、
は
じ
め

か
ら
普
通
教
室
に
各
二
台
の
扇
風
機

を
つ
け
る
よ
う
に
計
画
的
に
整
備
し

た
学
校
も
あ
れ
ば
、
全
く
配
備
さ
れ

て
い
な
い
学
校
が
混
在
す
る
。
一
方
、

学
校
保
健
安
全
法
で
は
教
室
内
は
三

十
度
（
十
度
～
三
十
度
）
以
下
に
す

る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
隣

の
野
田
、
流
山
、
鎌
ヶ
谷
市
の
各
小

中
学
校
に
は
扇
風
機
が
配
備
さ
れ
て

い
る
。
地
球
温
暖
化
の
時
代
、
猛
暑

の
夏
は
来
年
以
降
も
予
想
さ
れ
る
。

扇
風
機
ぐ
ら
い
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
各
学
校
に
配
備
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。 

◆
平
和
台
、
お
よ
び
布
佐
地
区
に
市

民
バ
ス
（
あ
び
バ
ス
）
は
運
行
さ
れ

て
い
な
い
。
平
成
十
六
年
度
に
策
定

し
た
市
民
バ
ス
等
運
行
指
針
で
既
存

の
路
線
バ
ス
が
走
る
地
区
は
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
超
高
齢

化
社
会
を
目
前
に
、
い
く
ら
福
祉
を

充
実
し
て
も
自
由
に
外
出
で
き
な
い

社
会
は
不
幸
せ
な
社
会
で
あ
る
。
そ

れ
だ
け
公
共
交
通
の
足
の
確
保
は
大

事
な
事
業
で
あ
る
。
現
在
、
高
齢
者

や
障
害
者
等
の
外
出
支
援
を
目
的
と

し
て
地
域
と
駅
を
結
ぶ
、「
船
戸
・
台

田
ル
ー
ト
」「
栄
・
泉
・
並
木
ル
ー
ト
」

「
新
木
ル
ー
ト
」「
布
施
ル
ー
ト
」
の

四
つ
の
ル
ー
ト
で
運
行
し
て
い
る
既

存
ル
ー
ト
も
含
め
て
、
見
直
し
作
業

が
平
成
二
十
二
年
二
月
に
設
置
さ
れ

た
我
孫
子
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会

の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
。
新
た
な
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
高

齢
者
が
自
由
に
外
出
で
き
る
街
づ
く

り
を
目
指
し
た
い
。 
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平

和

台

雑
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私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 
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秋です。行ってみよう！観てみよう！ 
 
●第１３回 我孫子国際野外美術展（市制 40 周年記念事業） 

「いきづく 森と水と 文化のにおい」 

作品展示：10 月 31 日(日)～11 月 14 日(日) 

オープニングセレモニー：10 月 31 日（日）13 時～相島芸術文化村 

会場：布佐市民の森、相島芸術文化村と相島の森、宮の森公園、 

布佐のまち周辺 ＜入場無料＞ 
 

●第１０回 ジャパンバードフェスティバル 2010 年 

  「観る・知る・触れる 鳥を楽しむ 2 日間」 

日 時：10 月 23 日（土）9 時 30 分～16 時 

    10 月 24 日（日）9 時 30 分～15 時  

 


